
平成29年度 第3回 弟子屈町地熱理解促進協議会

湯沼－アトサヌプリ地域地熱資源開発調査事業
構造試錐井掘削調査業務報告
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日 時 平成30年2月20日（火）13：00～
場 所 弟子屈町公民館講堂

地熱エンジニアリング株式会社



本日の報告内容

１．掘削調査
構造試錐井 YA-1号井 ： 699.7m

２．坑井調査

地質調査・物理検層

３．総合解析

４．次年度以降の調査

５．温泉モニタリング調査
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調査位置（掘削・温泉モニタリング）
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構造試錐井掘削位置
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アトサヌプリカルデラ

池の湯

砂湯

ホテルパークウェイ

川湯観光ホテル

欣喜湯



１．掘削調査（構造試錐井YA-1)
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当初計画
より約200m
増掘

地層中に高温流体の通り道
である高透水性箇所は認め
られなかった



２．坑井調査結果（地質調査・物理検層）
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YA-1掘削位置では，

• 地層は全体的に軟弱で，流体流動を促す断裂が発達しえない。
なお、深度555～650mは地層が固結しているが断裂は認められ
ない。

• 地熱流体による熱水変質は、深度95～120mにのみ分布する（
現在は地熱活動が認められない）。

• アトサヌプリカルデラの外縁部と想定していたが、地層はアトサ
ヌプリカルデラ内堆積物であった。

• 掘削前に深度200～500mで想定していた高温流体の側方流動
は確認できなかった。

• 地層のほとんどが軽石などの砂礫で透水性は高いと考えるが，
低温の地下水を引き込んでむしろ地層温度は低くなっていると
考える。 5

２．坑井調査結果（地質調査・物理検層）



３．総合解析
坑井地質対比（昭和38～39年掘削のGK-2,3,4との対比）

YA-1（今回掘削）
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GK-3
GK-2

GK-4

深度216～255mで蒸気噴出

温度150℃超

最高温度
110℃程度

最高温度
100℃程度

蒸気を噴出したGK-2もカルデラ内堆積物中を掘削（地質構造はYA-1と類似）

肉眼観察で
軽石に富む深度

実測最高温度
50.3℃



３．総合解析
地熱モデルと構造試錐井位置平面図（掘削前）
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３．総合解析
地熱モデルと構造試錐井位置断面図（掘削前）
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３．総合解析（掘削調査後）
地熱モデルと（地質構造・流体流動）と次年度ターゲット
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当初予想より拡大



３．総合解析（掘削調査後）
地熱モデル（地質構造・流体流動）と次年度ターゲット
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構造試錐井YA-1掘削位置

アトサヌプリからの側方流動は
今回の調査結果より否定された

カルデラは密度再解析から、当初予想より拡大

GK-2付近の高温流体は
どこからやってくる？
→ターゲット案②検討



３．総合解析（掘削調査後）
地熱モデル（比抵抗構造）と次年度ターゲット
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３．総合解析 まとめ

• 重力および比抵抗構造から推定したアトサヌプリカルデラの構
造は実際には異なっていた。密度データの再解析と掘削結果か
ら、カルデラ壁の位置がより東部に開いていると考える。

• カルデラ東部（YA-1掘削位置）では，高温流体の側方流動が確
認できなかった。したがって、今後はターゲット案②（カルデラ壁
破砕帯の上昇流を想定）を掘削ターゲットとする。

• 掘削基地・坑跡・工法は、今後詳細に検討する。

• 国土地理院が本年度発表した地形変動解析では，湯沼近傍の
深部に熱源となるマグマが推定されている（スライドで紹介）。
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４．次年度以降の調査
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本構造試錐井（700 m級）掘削
およびターゲット案②（2,000m級）の再検討
（地質構造（カルデラ構造）の再解析）
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４．次年度以降の調査：全体工程
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平成28年度
平成29年度
（本年度）

平成30～31年
度

平成32年度～

地質調査・地化学調査・
電磁探査・重力探査・総合解析

敷地造成・構造試錐井掘削調査・
仮噴気試験

生産井還元井掘削・調査
（噴出試験）

事業性評価

周辺影響調査
(源泉モニタリング)

事業設計・施設建設

YA-1 YA-2,3＊

＊構造試錐井の掘削本数等に関しては検討中



５．温泉モニタリング調査（池の湯）

15構造試錐井（YA-1）掘削の影響はなかった


